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栂
池
自
然
園
の
入
口
前

に
立
つ
と
、
太
陽
が
稜
線

か
ら
昇
る
の
を
眺
め
る
こ

と
が
で
る
。

遠
く
の
大
き
な
山
容
は

浅
間
山
。
こ
の
時
に
は
噴

煙
は
な
か
っ
た
が
、
午
後

に
は
噴
煙
が
見
え
た
。

そ
の
左
、
稜
線
の
上
に

三
角
形
の
頭
を
出
し
て
い

る
の
は
菅
平
の
根
子
岳
。

標
高
千
八
百
ｍ
の
栂
池

か
ら
観
る
と
谷
間
に
は
雲

の
海
が
拡
が
る
。

下
界
に
い
た
ら｢

曇
り｣

と
云
う
所
だ
ろ
う
。

雲
が
切
れ
れ
ば
、
田
ん

ぼ
が
見
え
る
。
稲
刈
り
前

の
田
に
は
黄
色
く
色
づ
い

た
稲
穂
が
見
え
る
。
薄
茶

色
な
の
は
稲
刈
り
済
み
の

田
ん
ぼ
。

絵
の
中
央
の
緑
の
尾
根

は｢

馬
の
背｣

。
こ
ち
ら
か

ら
向
こ
う
側
に
緩
や
か
な

登
り
。

ス
キ
ー
の
時
期
に
は
こ

こ
を
上
り
、
そ
の
先
の
急

斜
面
を
ス
ラ
ロ
ー
ム
し
な

が
ら
楽
し
む
。

山

の

夜

明

け
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長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村

栂
池
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら

二
〇
二
二
年
九
月

十
月
四
日
朝
の｢

Ｊ
ア

ラ
ー
ト｣

に
は
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
結
局
、
ミ
サ
イ

ル
は
日
本
上
空
を
四
千
六

百
キ
ロ
飛
び
、
太
平
洋
の

日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
外
に
落
下
。

ミ
サ
イ
ル
を
テ
ス
ト
す

る
の
な
ら
墜
ち
る
場
所
を

示
し
安
全
を
確
保
す
べ
き

だ
が
、
北
は
一
顧
も
せ
ず
。

ミ
サ
イ
ル
発
射
禁
止
の
国

連
決
議
も
無
視
。
こ
こ
で

大
問
題
と｢

敵
基
地
攻
撃

能
力
を｣

と
叫
ぶ
と
喜
ぶ

の
は
軍
需
産
業
。

そ
れ
よ
り
朝
鮮
半
島
を

平
和
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

現
状
は｢

休
戦
中｣

一
九
五
〇
年
に
ス
タ
ー

リ
ン
の
支
援
で
、
北
朝
鮮

軍
が
南
に
侵
略
。
朝
鮮
戦

争
と
な
っ
た
。
激
戦
の
末
、

一
九
五
三
年
に
休
戦
協
定

締
結
。｢

休
戦｣

だ
か
ら
今

も
戦
争
中
。

今
、
必
要
な
事
は｢

休

戦
協
定｣

を｢

平
和
条
約｣

に
進
め
る
こ
と
。
そ
の
交

渉
を
す
る
よ
う
日
本
は
働

き
か
け
る
べ
き
だ
。

日
本
も
北
と
国
交
を

一
九
六
五
年
に
日
本
の

佐
藤
栄
作
政
権
と
韓
国
の

朴
正
煕
政
権
が
結
ん
だ

｢

日
韓
基
本
条
約｣

は｢

大

韓
民
国
政
府
が
朝
鮮
の
唯

一
の
合
法
的
政
府｣

と
し

た
。
し
か
し
、
一
九
九
一

年
、
国
連
は
南
北
両
政
権

を
合
法
と
認
め
、
同
時
に

国
連
加
盟
を
認
め
た
。
日

韓
基
本
条
約
を
改
め
北
も

合
法
政
府
と
し
て
国
交
を

開
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

拉
致
問
題
、
日
本
の
植

民
地
支
配
に
対
す
る
補
償
、

慰
安
婦
等
の
補
償
問
題
が

あ
る
が
、
解
決
す
る
ま
で

交
渉
を
続
け
よ
う
。

こ
う
し
て
平
和
に
な
る

と
武
器
が
売
れ
な
い
。
米

日
の
死
の
商
人
＝
軍
需
産

業
の
抵
抗
こ
そ
排
す
べ
き

で
は
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

北 のミ サ イ ル に は驚 か さ れ ま し た ね


